
題字は、多治見市観光大使　杉浦誠司さんのめっせー字です！

11月７日、８日に、多治見工業高校において毎年恒例の「おとどけセミナー」
を開催し、約10分間の講義の後、高校生の皆さんと意見交換をしました。
「議員さんは普段何をしているの？」「多治見市は今、どうなっているの？」など、
高校生の皆さんから飛び出す、率直で、するどい質問に議員も真剣に答え、楽しく
有意義な時間となりました。高校生の皆さんからは「質問したことに丁寧に答えて
くれた」「投票の大切さが分かった」「普段は聞けないような話をすることができた」
など、うれしい感想をいただいています。
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令和5年の議会活動を報告します
令和5年の市議会の活動状況についてお知らせします。

■委員会等の活動（委員会・研究会・協議会開催状況）
委員会名 委員会 協議会

開催日数 会　議　時　間 開催日数 会　議　時　間

常　任
総 　 　 務   7 9時間15分   3 54分
経 済 建 設   5 7時間16分   1 51分
厚 生 環 境 教 育   8 12時間34分   1 54分

特　別

本庁舎建設に関する   7 2時間15分   7 2時間11分
小委員会   7 5時間  4分
第２小委員会（令和５年11月6日～）   4 1時間39分

第8次総合計画策定（令和５年５月11日～）   7 18時間  4分   1 15分
第１分科会   3 9時間  7分
第２分科会   3 10時間17分
第３分科会   3 11時間58分

決　　算   2 1時間47分 － －
第１分科会   1 2時間55分 － －
第２分科会   1 5時間23分 － －
第３分科会   1 4時間38分 － －

研究会 広報広聴研究会   7 3時間12分 － －
 議 会 運 営 委 員 会 31 14時間56分 － －
 全  員  協  議  会 － － 15 14時間25分

計 97 120時間20分 28 19時間30分
※会議時間は、休憩時間を含んでいません。

■本会議開催状況
回　　次 開　　会　　期　　間 会　期（日） 会　議　時　間
第１回定例会   2月20日～  3月22日   31 12時間21分
第２回臨時会   5月  9日～  5月11日     3   1時間55分
第３回定例会   6月  1日～  6月30日   30 14時間10分
第４回定例会   8月23日～  9月29日   38 18時間29分
第５回定例会 11月17日～12月20日   34 17時間38分

計   136 64時間33分

■審議の内容（報告は除く）
議　案　内　訳 計 説明

市　
長　
提　
出

承 認 議 案 3 専決処分の承認
認 定 議 案 12 令和４年度一般・特別・企業会計決算

条　
例

制 定 7 多治見市笠原交流センターの設置及び管理に関する条例ほか
改 正 27 多治見市行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部改正ほか
廃 止 ―

予
算

当 初 12 令和５年度一般・特別・企業会計当初予算
補 正 27 令和４年度、令和５年度一般・特別・企業会計補正予算

市 道 9 市道路線の認定・廃止
契 約 8 市政監察契約の締結、工事請負契約の締結・変更、物品供給契約の締結

人 事 12 固定資産評価員、監査委員、教育委員会委員、公平委員会委員、農業委員会委員、副市長、教育長、
固定資産評価審査委員会委員、子どもの権利擁護委員、人権擁護委員

そ の 他 16 第７次多治見市総合計画基本計画の変更、権利の放棄、公葬、指定管理者の指定、第８次多治見市
総合計画基本構想及び基本計画ほか

議
員
提
出

意 見 書
6

（1）
〈1〉

帯状疱疹ワウチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書、特別支援学校・学級等への教員等の
適切な配置を求める意見書、子育て世帯の負担軽減を求める意見書、令和６年度税制改正に関する
意見書

そ の 他 11 感謝決議、常任委員の選任、議会運営委員の選任、第８次総合計画策定特別委員会の設置・委員の
選任、本庁舎建設に関する特別委員会の設置・委員の選任、決算特別委員会の設置・委員の選任

委
員
会

提　
出

条 例 等 5 多治見市議会の個人情報の保護に関する条例施行規程、多治見市議会議員の請負の状況の公表に関
する条例ほか

請 願 1
【1】 18歳年度末までの医療費助成制度拡充を求める請願

選 挙 7 議長選挙、副議長選挙、東濃西部広域行政事務組合議会議員の選挙、岐阜県後期高齢者医療広域連
合議会議員の選挙、選挙管理委員の選挙、選挙管理委員の補充員選挙

計 163
・（　）の数字は、うち否決の件数
・〈　〉の数字は、うち継続審査後、他の意見書可決により議決不要となった件数
・【　】の数字は、うち継続審査後、他の議案可決によりみなし採択となった件数

2たじみ議会だより　－市民の声を形に－

令和5年の議会活動報告



第
８
次
多
治
見
市
総
合
計
画
基
本
構
想
及
び
基

本
計
画
を
可
決

５
月
臨
時
会
で
全
議
員
を
委
員
と
す
る
「
第

８
次
総
合
計
画
策
定
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

議
員
提
案
や
基
本
構
想
案
の
協
議
、
３
つ
の
分

科
会
で
の
基
本
計
画
事
業
案
の
協
議
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
で
の
議
員
間
討
議
を

経
て
、
事
業
名
の
修
正
等
、
３
項
目
の
要
望
事

項
を
ま
と
め
、
執
行
部
に
提
出
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
修
正
要
望
等
が
反
映
さ
れ
た
議
案
が
今

定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

督
促
手
数
料
の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
を
制
定

市
の
債
権
に
つ
い
て
納
期
限
内
に
納
付
が
な
い

場
合
に
行
う
督
促
状
の
発
送
に
関
す
る
督
促
手

数
料
の
徴
収
事
務
に
つ
い
て
、
費
用
対
効
果
の

観
点
、
ま
た
、
事
務
の
効
率
化
に
よ
り
市
債
権

全
体
の
収
納
率
を
向
上
さ
せ
る
観
点
か
ら
督
促

手
数
料
を
廃
止
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

多
治
見
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

消
防
団
員
の
団
員
定
員
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
消
防
団
員
の
定
員
を
５
３
９
人
か
ら
４
９

３
人
に
改
め
る
。
ま
た
、
年
額
報
酬
の
計
算
期

間
お
よ
び
月
割
で
の
支
給
に
つ
い
て
明
記
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

を
可
決

多
治
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
９
億
９
千
５
３
１
万
７
千
円
を
増
額
し
、
４
４

２
億
３
千
８
８
９
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

お
も
な
事
業
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
務
費

２
億
１
千
３
７
５
万
９
千
円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
寄
附
採
納
額
増
加

の
見
込
み
（
約
２
億
円
か
ら
約
６
億
円
）
に
伴

い
、
報
償
費
等
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

□
小
学
校
施
設
改
良
事
業
費

４
３
７
万
１
千
円

共
栄
小
学
校
お
よ
び
根
本
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
排
水
機
能
改
善
工
事
等
に
伴
い
、
工
事
請

負
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

□
中
学
校
施
設
改
良
事
業
費

５
千
90
万
６
千
円

①
陶
都
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
排
水
機
能
改
善

工
事
に
伴
い
、
工
事
請
負
費
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

１
３
６
万
１
千
円

②
平
和
中
学
校
校
舎
棟
お
よ
び
屋
内
運
動
場
の

屋
根
防
水
改
修
工
事
に
伴
い
、
工
事
請
負
費

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

４
千
９
５
４
万
５
千
円

※
財
源
：
地
方
債
（
学
校
教
育
施
設
等
整
備
事

業
債
（
充
当
率
75
％
、
交
付
税
措
置

率
50
％
））

□
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
費

１
億
８
千
９
２
６
万
円

平
和
中
学
校
校
舎
棟
お
よ
び
屋
内
運
動
場
の

非
構
造
部
材
耐
震
補
強
工
事
に
伴
い
、
工
事
請

負
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

※
財
源
：
国
庫
補
助
金
１
／
３
、
地
方
債
（
学

校
教
育
施
設
等
整
備
事
業
債
（
充
当

率
90
％
、
交
付
税
措
置
率
60
％
））

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

を
可
決

多
治
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
９
億
１
千
３
９
３
万
４
千
円
を
増
額
し
、
４

５
１
億
５
千
２
８
３
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。お

も
な
事
業
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
物
価
高
騰
対
策
生
活
支
援
事
業
費

２
億
２
千
５
１
８
万
４
千
円

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市
民
へ
の
商
品

券
配
布
に
伴
い
、
需
用
費
等
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。

※
一
世
帯
に
付
き
５
千
円
の
商
品
券
を
配
布

※
財
源
：
国
庫
補
助
金
（
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）

□
住
民
税
非
課
税
世
帯
支
援
給
付
金
事
業
費

（
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
）

６
億
６
千
５
０
０
万
円

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
低
所
得
世
帯
へ

の
給
付
金
支
給
に
伴
い
、
補
助
金
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

※
一
世
帯
に
付
き
７
万
円
を
支
給

※
財
源
：
国
庫
補
助
金
（
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

□
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

加
藤　
誠
二　
　
　
本
町　
　
　
　
（
新
任
）

西
尾　
英
子　
　
　
幸
町　
　
　
　
（
新
任
）

堀
江　
由
美
子　
　
笠
原
町　
　
　
（
新
任
）

園
原　
末
善　
　
　
松
坂
町　
　
　
（
新
任
）

任
期
は
、
令
和
５
年
12
月
26
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
９
年
12
月
25
日
ま
で

□
選
挙
管
理
委
員
の
補
充
員
選
挙

渡
辺　
哲
郎　
　
　
旭
ケ
丘　
　
　
（
新
任
）

松
島　
祥
久　
　
　
小
田
町　
　
　
（
新
任
）

冨
田　
美
朝
代　
　
白
山
町　
　
　
（
新
任
）

今
里　
真
己
子　
　
根
本
町　
　
　
（
新
任
）

任
期
は
、
令
和
５
年
12
月
26
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
９
年
12
月
25
日
ま
で

意
見
書
２
件
を
可
決

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
し

た
意
見
書
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

あ
て
先　
衆
議
院
議
長　
参
議
院
議
長　
内

閣
総
理
大
臣　
総
務
大
臣　
財
務
大
臣　
文
部

科
学
大
臣　
厚
生
労
働
大
臣　
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣

□
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
意
見
書

あ
て
先　
衆
議
院
議
長　
参
議
院
議
長　
内

閣
総
理
大
臣　
総
務
大
臣　
財
務
大
臣　
経
済

産
業
大
臣　
厚
生
労
働
大
臣　

請
願
は
み
な
し
採
択
に

請
第
１
号
18
歳
年
度
末
ま
で
の
医
療
費
助
成

制
度
拡
充
を
求
め
る
請
願
は
、
12
月
20
日
の
本

会
議
に
お
い
て
、
同
請
願
の
内
容
を
含
む
「
議

第
１
１
８
号
第
８
次
多
治
見
市
総
合
計
画
基
本

構
想
及
び
基
本
計
画
を
定
め
る
に
つ
い
て
」
が
、

可
決
し
た
こ
と
に
伴
い
、
一
事
不
再
議
の
原
則

か
ら
「
み
な
し
採
択
」
と
な
り
ま
し
た
。

お
も
な
案
件

12
月
定
例
会
の
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督
促
手
数
料
の
廃
止
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、「
令
和
４
年
度
の
決
算
で
督
促
手
数
料
の
歳
入
が
、
徴
収

コ
ス
ト
を
下
回
る
こ
と
や
、
税
に
お
い
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

付
し
た
納
付
書
の
導
入
に
よ
り
、
全
国
の
金
融
機
関
で
納
付
が

可
能
と
な
っ
た
反
面
、
金
融
機
関
か
ら
督
促
手
数
料
の
徴
収
に

つ
い
て
確
認
が
な
い
た
め
、
督
促
手
数
料
の
み
の
未
収
事
案
が

発
生
す
る
な
ど
課
題
が
多
く
、
費
用
対
効
果
と
事
務
の
削
減
の

観
点
か
ら
廃
止
に
至
っ
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

3
分
団
（
南
姫
、
笠
原
第
一
、
笠
原
第
二
）
の
定
員
を
28
人

と
す
る
根
拠
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
各
分
団
の
車
両
２
台
を

確
実
に
運
用
す
る
に
は
、
28
人
必
要
で
あ
り
、
構
成
は
、
分
団

長
１
人
、
副
分
団
長
１
人
、
部
長
２
人
、
班
長
４
人
、
団
員
20

人
で
あ
る
。
こ
の
人
員
を
ポ
ン
プ
車
、
積
載
車
と
も
に
２
班
に
分

け
て
合
計
４
班
で
運
用
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
務
費
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、「
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
対
前
年
同
月
比
は
4.6
倍
で
あ
り
、

昨
年
が
１
億
８
０
０
万
円
で
あ
っ
た
の
で
、
今
回
の
補
正
は
こ

れ
を
ベ
ー
ス
に
5
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

●
議
第
99
号　
督
促
手
数
料
の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
に
つ
い
て

●
第
１
０
７
号　
多
治
見
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
１
０
９
号　
令
和
５
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）（
所
管
部
分
）

「
厚
生
労
働
省
の
水
道
整
備
・
管
理
行
政
に
関
す
る
事
務
権

限
が
、
環
境
省
お
よ
び
国
土
交
通
省
に
移
管
さ
れ
る
が
、
市
に

影
響
は
出
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
国
土
交
通
省
が
持

つ
、
災
害
対
応
や
下
水
道
の
耐
震
化
・
長
寿
命
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
す
こ
と
で
、
事
業
を
計
画
的
か
つ
、
効
率
的
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
市
は
、
国
の
動
き
に
従
っ
て
、
事
務
を
進
め

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
対
策
関
係
費
、
自
主
運
行
バ
ス
事
業
費
、
地

域
内
交
通
運
行
支
援
事
業
費
に
お
け
る
地
域
交
通
事
業
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
地
域
交
通
事
業
者
と
は
常
に

意
見
交
換
を
し
て
お
り
、
現
状
は
か
な
り
厳
し
く
、
支
援
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る
が
、
赤
字
補
填
を
す
る
考
え
は
な
い
。
新

し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
現
状
を
改
善
し
て
い
く
た
め
の

支
援
で
あ
れ
ば
、検
討
し
て
い
く
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

観
光
宣
伝
事
業
費
に
お
け
る
旅
費
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

「
今
年
度
か
ら
「
や
く
な
ら
マ
グ
カ
ッ
プ
も
」
を
制
作
し
た
日

本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
㈱
や
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
㈱
な
ど
と
観
光

Ｐ
Ｒ
事
業
の
連
携
を
し
て
お
り
、
そ
の
打
合
せ
等
に
必
要
な
旅

費
を
計
上
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
中

心
市
街
地
の
活
性
化
も
含
め
、商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
、

滞
在
型
の
施
設
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
は
ど
う
か
」
と
の
質

●
議
第
１
０
８
号　
多
治
見
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
１
０
９
号　
令
和
５
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）（
所
管
部
分
）

養
正
公
民
館
休
館
中
の
代
替
窓
口
で
あ
る
子
ど
も
情
報
セ
ン

タ
ー
で
の
業
務
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
従
来
の
利
用
団
体

等
の
方
へ
の
相
談
対
応
や
、
他
の
施
設
等
の
利
用
仲
介
を
予
定

し
て
お
り
、
他
の
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
事
業
の
実
施
を
継
続

す
る
予
定
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
、
福
祉

医
療
費
の
受
給
申
請
に
支
障
は
な
い
の
か
」と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
出
生
の
届
出
や
福
祉
課
等
に
相
談
に
来
ら
れ
た
際
に
、
必
ず

保
険
年
金
課
の
窓
口
へ
寄
る
よ
う
に
案
内
を
し
て
お
り
、
基
本

的
に
申
請
に
支
障
は
な
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
繰
出
金
（
産
前
産
後
保
険
料
分
）

に
つ
い
て
、「
さ
ら
な
る
市
の
負
担
増
や
被
保
険
者
の
保
険
料

増
加
は
あ
る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
産
前
産
後
保
険
料

の
減
免
に
よ
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
国
が
１
／
２
、
市
と
県

が
そ
れ
ぞ
れ
１
／
４
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
上
、

市
の
負
担
は
な
く
、
保
険
料
が
上
が
る
こ
と
も
な
い
」
と
の
答

●
議
第
97
号　
多
治
見
市
養
正
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
１
０
０
号　
多
治
見
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

●
議
第
１
０
９
号　
令
和
５
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）（
所
管
部
分
）

常
任
委
員
会
審
査
概
要
議
会
の
情
報
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

３
つ
の
常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
城
處
　
裕
二

経
済
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
玉
置
　
真
一

厚
生
環
境
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長
　
片
山
　
竜
美

4たじみ議会だより　－市民の声を形に－
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ま
し
た
。

定
住
化
促
進
関
係
費
の
県
外
か
ら
多
治
見
市
に
移
住
さ
れ
た

方
へ
の
補
助
金
の
増
額
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
当
初
予
算
の

10
件
に
つ
い
て
は
、
既
に
申
請
済
み
で
あ
る
。
申
請
者
は
、
愛

知
県
か
ら
の
転
入
者
で
あ
り
、
愛
知
県
内
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

一
世
帯
に
付
き
５
千
円
分
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
物

価
高
騰
対
策
生
活
支
援
事
業
費
に
つ
い
て
、「
地
域
経
済
が
活

性
化
す
る
こ
と
も
考
慮
し
、
地
域
共
通
券
を
配
布
し
て
は
ど
う

か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
物
価
高
騰
対
応
が
目
的
で
あ
り
、

実
際
に
見
え
る
形
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
届

け
た
い
こ
と
と
、
配
布
に
か
か
る
事
務
量
や
費
用
面
か
ら
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
に
決
定
し
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
１
２
３
号　
令
和
５
年
度
多
治
見
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

疑
が
あ
り
、「
空
き
店
舗
の
活
用
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
新
築
し
た
方
が
割
安
で
あ
り
、
旅
館
業
法

に
適
合
さ
せ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
に
は
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
る
た
め
、
国
の
補
助
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
補
っ
て

い
き
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
改
良
事
業
費
（
単
独
）
に
つ
い
て
、「
財
源
で
あ
る
緊

急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
は
、
非
常
に
有
利
な
事
業
債
で

あ
る
が
、
今
年
度
ま
だ
活
用
で
き
る
事
業
は
あ
る
の
か
」
と
の

質
疑
が
あ
り
、「
９
月
定
例
会
の
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

と
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
も
っ
て
、
令
和

５
年
度
に
対
象
と
な
り
う
る
事
業
す
べ
て
に
充
当
で
き
た
こ
と

に
な
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
と
周
知

方
法
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
に
対

し
、
就
業
と
自
立
を
目
指
し
た
資
格
取
得
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
広
報
た
じ
み
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
さ
ら
に
は
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
申
請
時
に
、
チ
ラ
シ
等
を
封
入
し
て
対
象
者

に
届
く
よ
う
な
周
知
を
し
て
い
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

「
契
約
金
額
の
変
更
理
由
の
一
つ
で
あ
る
騒
音
の
発
生
を
入

札
時
に
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、「
騒

音
対
策
は
、
当
初
か
ら
で
き
る
だ
け
配
慮
す
る
よ
う
考
え
て
き

た
が
、
外
壁
の
タ
イ
ル
を
剥
が
す
作
業
を
現
場
で
行
っ
た
と
こ

ろ
、
か
な
り
の
騒
音
が
発
生
し
た
た
め
、
い
っ
た
ん
こ
の
作
業

は
中
止
し
た
上
で
工
法
の
変
更
を
行
う
も
の
で
あ
る
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●
議
第
１
１
６
号　
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

付託されたおもな議案
事件番号 件　名 審査結果

議第99号
督促手数料の廃止に伴う関係条例の
整備に関する条例を制定するについ
て

原案可決
議第107号

多治見市消防団員の定員、任免、給
与、服務等に関する条例の一部を改
正するについて

議第109号
令和５年度多治見市一般会計補正予
算（第５号）（所管部分）

議第123号
令和５年度多治見市一般会計補正予
算（第６号）

付託された議案
事件番号 件　名 審査結果

議第108号
多治見市水道事業給水条例の一部を
改正するについて

原案可決

議第109号
令和５年度多治見市一般会計補正予
算（第５号）（所管部分）

議第113号
令和５年度多治見市水道事業会計補
正予算（第１号）

議第114号
令和５年度多治見市下水道事業会計
補正予算（第２号）

付託されたおもな議案
事件番号 件　名 審査結果

議第97号
多治見市養正交流センターの設置及
び管理に関する条例を制定するにつ
いて

原案可決議第100号

多治見市行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条
例の一部を改正するについて

議第109号
令和５年度多治見市一般会計補正予
算（第５号）（所管部分）

議第116号 工事請負契約の変更について
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12月定例会の議決結果

≪条例制定≫
・養正交流センターの設置及び管理に関する条例
・母親クラブの名称変更に伴う関係条例の整理に関
する条例
・督促手数料の廃止に伴う関係条例の整備に関する
条例

≪条例改正≫
・職員の給与に関する条例等
・手数料条例
・都市公園条例
・消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条
例
・水道事業給水条例
・国民健康保険条例
・市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例（議会発議）

≪総合計画≫
・第８次多治見市総合計画基本構想及び基本計画

≪請願≫
・18歳年度末までの医療費助成制度拡充を求める
請願（みなし採択）（詳細 P3）

≪令和５年度補正予算≫
・国民健康保険事業特別会計（第２号）
・介護保険事業特別会計（第３号）
・後期高齢者医療特別会計（第２号）
・水道事業会計（1号）
・下水道事業会計（２号）
・一般会計（第６号）
≪その他議案≫
・事件撤回の承認
・審査期限を付すについて（請願・意見書）
・工事請負契約の締結
・工事請負契約の変更（２件）
・指定管理者の指定（３件）
≪意見書≫
・子育て世帯の負担軽減を求める意見書
・18歳医療費無償化を求める意見書（議決不要）

〇全会一致の議案

〇賛否が分かれた議案

項　　目 議　　　　案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
獅
子
野　
真　
人

亀　
井　
芳　
樹

葉　
狩　
拓　
也

工　
藤　
将　
和

黒　
川　
昭　
治

成　
田　
康　
弘

加　
藤　
智　
章

片　
山　
竜　
美

玉　
置　
真　
一

城　
處　
裕　
二

奥　
村　
孝　
宏

吉　
田　
企　
貴

寺　
島　
芳　
枝

柴　
田　
雅　
也

若　
尾　
敏　
之

三　
輪　
寿　
子

林　
　
　
美　
行

仙　
石　
三
喜
男

井　
上　
あ
け
み

石　
田　
浩　
司

嶋　
内　
九　
一

条例改正

行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○

議　
　
　
長

○ × ○ ○ ○ ○○

市議会議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例（市長提案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○○

常勤の特別職職員の給与に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○○

補正予算 一般会計（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○○

意 見 書 令和６年度税制改正に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○○

 注） ○：賛成　 ×：反対　 ―：採決に参加できない　 欠：欠席　 退：採決時に退席

12月定例会の会議状況
11月17日（金）本会議（招集～提案説明）

27日（月）本会議（質疑～委員会付託）
29日（水）特別委員会（第８次総合計画）
30日（木）総務常任委員会

12月  1日（金）経済建設常任委員会
4日（月）厚生環境教育常任委員会

12月  6日（水）特別委員会（本庁舎）
13日（水）本会議（提案説明・市政一般質問）
14日（木）本会議（質疑～委員会付託・市政一般質問）
15日（金）総務常任委員会・厚生環境教育常任委員会
20日（水）本会議（委員長報告～討論～表決）

6たじみ議会だより　－市民の声を形に－

12月定例会の会議状況・議決結果



　
　

今
年
度
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
ス

ポ
ー
ツ
行
事
な
ど
の
状
況
と
、
次
年
度

へ
の
展
望
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
【
経
済
部
長
】
市
制
記
念
花
火
大
会
や

多
治
見
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

常
ど
お
り
開
催
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

市
内
の
「
に
ぎ
わ
い
」
は
大
き
く
回
復

し
た
。
次
年
度
は
、
国
際
陶
磁
器
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
連
携
し
た
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
「
に
ぎ
わ
い
」
を
創
出
す
る
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
市
主
催
の
市
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
元
気
な
た
じ
み
！
う
な

が
っ
ポ
ー
ツ
の
日
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
に
よ
る
卓
球
Ｔ
リ
ー
グ
、
中
部
実
業

団
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
な
ど
を
開
催

し
た
。
ま
た
、
大
相
撲
多
治
見
場
所
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
リ
ー
グ
の
ホ
ー
ム
開

幕
戦
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
が

来
場
し
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
来
年
度

も
引
き
続
き
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
と
共
に
、
県
で
開
催
す
る
国

民
文
化
祭
に
お
い
て
、
本
市
も
多
数
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
事
務

局
以
外
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

　
　
【
経
済
部
長
】
美
濃
焼
祭
や
秋
の
た
じ

み
陶
器
ま
つ
り
な
ど
を
開
催
し
、
各
イ

ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
会
や
陶
磁
器
業
界

な
ど
と
共
に
、
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
機
運
を
高
め
て
い
く
こ
と

で
、
市
内
へ
の
誘
客
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
。

　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
の
結
果
と
評
価
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
【
経
済
部
長
】
海
外
向
け
Ｐ
Ｒ
動
画
配

信
、
美
濃
焼
関
連
施
設
の
多
言
語
解
説

整
備
、
外
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作

な
ど
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん

だ
市
内
施
設
へ
の
外
国
人
来
客
数
は

徐
々
に
回
復
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

４
年
12
月
に
多
治
見
市
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム「
Ｔ
Ｉ
Ｐ
」

を
発
足
し
、
た
じ
み
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
民
間
事

業
者
の
方
と
共
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
を
検
討
し
て
き
た
。
外
国
人
観
光
客

に
対
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
調
査
や
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
歓
迎
店
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成

な
ど
の
補
正
予
算
を
今
定
例
会
に
計
上

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
の
準

備
を
し
て
い
る
。

問答答問

答問答

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
今
年
度
盛
り
上

が
っ
た
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
行
事
な
ど

の
成
果
を
踏
ま
え
、
次
年
度
に
向
け
て
メ

イ
ン
と
な
る
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

次
年
度
に
向
け
た
多
治
見

ら
し
い
「
に
ぎ
わ
い
」
の

創
出
に
つ
い
て

市政一般質問
市政一般質問は、議案質疑のほかに市政全般にわたって市の行政事務の状況や将来に対する方針などを
ただすもので、定例会に限って行われます。
今回は16人の議員が登壇し、市の考えを尋ねました。
７ページから15ページまで、登壇順におもな内容を掲載しています。
※各議員のタイトル下のQRコードを読み込むと、録画放送をご覧いただけます。

●若尾　敏之　議員 次年度に向けた多治見らしい
「にぎわい」の創出について 7P

●獅子野真人　議員 消防団について 8P

●嶋内　九一　議員 脱炭素の取組と地域経済対策につ
いて 8P

●加藤　智章　議員 笠原町活性化に向けた「まちづく
り」組織の設置について 9P

●片山　竜美　議員 誰一人取り残さない防災の街、
多治見市の実現へ！ 9P

●林　　美行　議員 本庁舎建設において向き合わなければならな
い新たに発生している課題と解決策について 10P

●井上あけみ　議員「子ども情報センター」を「子ども図書館」としてもっとPRを！ 10P

●玉置　真一　議員 『地域公共交通のあり方』について 11P

●成田　康弘　議員 防災・減災について
～災害に強い多治見を創造する【自助共助と公助編】～ 11P

●葉狩　拓也　議員 多治見市営球場の今後の活用について 12P

●仙石三喜男　議員 空き家対策特措法改正による本市
の今後の対応について 12P

●亀井　芳樹　議員 病児保育について
～子育てしながらでも働きやすい環境を～ 13P

●城處　裕二　議員 避難行動要支援者の個別避難計画
作成事業について 13P

●石田　浩司　議員 多治見市のDX化について 14P

●黒川　昭治　議員 「進む人口減少と少子高齢化」の軽減対策について 14P

●寺島　芳枝　議員 住宅街の未市道認定道路について 15P
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脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
、
市

民
、
企
業
を
巻
き
込
ん
だ
全
市
的
な
動

き
を
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。

　
　
【
市
長
】
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

は
、
市
だ
け
で
な
く
、
市
民
、
事
業
者

が
一
体
と
な
っ
て
、
２
０
５
０
年
度
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
宣
言
で
終

わ
る
こ
と
な
く
、
実
行
性
が
伴
う
こ
と

が
大
切
な
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度
の

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
改
訂
に

お
い
て
、
具
体
的
な
施
策
と
合
わ
せ
て

検
討
し
て
い
く
。

　
　
脱
炭
素
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
全
庁
横

断
的
な
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
平
成
14
年
に
地
域

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
、
平

成
25
年
に
は
多
治
見
市
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
を
促
進
す
る
条
例
を
制

定
す
る
等
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
市
の
率
先
行
動
と
し
て
、
①
小
中

学
校
や
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
の

導
入
、
②
池
田
汚
水
処
理
場
、
虎
渓
山

配
水
池
へ
の
小
水
力
発
電
の
導
入
、
③

三
の
倉
セ
ン
タ
ー
へ
の
廃
棄
物
発
電
の

導
入
等
を
実
施
。
市
民
の
導
入
支
援
と

し
て
、
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
費
用
補
助
や
自
治
会
管
理
の
防
犯
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
補
助
を
実
施
。
ま
た
、

ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ
ン
の
促
進
等
、
夏
の
暑

さ
対
策
に
よ
り
、
市
民
の
省
エ
ネ
意
識

高
揚
を
図
っ
て
き
た
。

　
　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
の
発
行
に
つ
い
て
の
認
識

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
【
市
長
】
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
は
、

商
品
券
印
刷
、
換
金
等
の
コ
ス
ト
が
か

か
る
こ
と
お
よ
び
商
品
券
を
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
方
だ
け
へ
の
支
援
策
と

な
る
こ
と
か
ら
、
実
施
し
て
い
な
い
。

早
期
実
施
を
図
る
た
め
事
業
を
簡
素
化

し
、
広
く
市
民
に
行
き
渡
る
よ
う
非
課

税
世
帯
を
除
く
す
べ
て
の
世
帯
へ
５
千

円
分
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
事

業
を
今
12
月
定
例
会
に
追
加
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

問答問

答問答

　
　
岐
阜
県
が
進
め
る
消
防
団
協
力
事
業
所

支
援
減
税
制
度
と
は
、
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
、
２
０
０
万
円
を
限
度
に
事

業
税
が
控
除
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。
こ

の
制
度
を
周
知
す
る
な
ど
し
、
行
政
が

企
業
に
対
し
、
消
防
団
入
団
を
働
き
か

け
て
は
、
い
か
が
か
。

　
　
【
消
防
長
】
今
年
度
か
ら
消
防
総
務
課

職
員
が
市
内
１
３
３
社
を
訪
問
し
、
消

防
団
員
の
必
要
性
や
全
国
随
一
の
減
税

額
を
誇
る
、
県
の
支
援
制
度
を
説
明
す

る
な
ど
の
勧
誘
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
現
役
の
団
員
に
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
、

や
り
が
い
を
維
持
し
つ
つ
も
、
消
防
操

法
大
会
な
ど
の
負
担
軽
減
を
検
討
し
て

は
、
い
か
が
か
。

　
　
【
消
防
長
】
消
防
操
法
大
会
に
出
場
す

る
分
団
の
支
援
や
出
場
体
制
に
つ
い
て
、

消
防
団
長
と
協
議
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
機
能
別
分
団
の
導
入
が
全
国
的
に
進
ん

で
お
り
、
国
、
県
と
も
補
助
金
を
出
す

な
ど
、
導
入
を
支
援
し
て
い
る
。
大
規

模
災
害
発
生
時
に
備
え
、
専
門
的
な
部

隊
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

　
　
【
消
防
長
】
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る

機
能
別
分
団
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
消

防
団
本
部
を
中
心
に
協
議
検
討
し
た
結

果
、
通
常
災
害
に
対
応
す
る
基
本
団
員

の
確
保
対
策
を
最
優
先
し
て
い
く
方
針

と
な
っ
た
。
現
状
は
、
メ
デ
ッ
ィ
ク
Ｔ

（
救
命
処
置
指
導
隊
）
以
外
の
機
能
別

分
団
の
創
設
は
、
考
え
て
い
な
い
。

　
　
消
防
団
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、
消
防
団
向
け

の
ア
プ
リ
が
多
数
発
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
出
動
指
令
の
簡
素
化
、
現
場

の
状
況
把
握
、
出
動
記
録
の
管
理
な
ど

が
簡
単
に
で
き
る
非
常
に
有
用
な
も
の

で
あ
り
、
現
場
の
団
員
や
管
理
者
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
が
、
導
入
に
つ

い
て
の
検
討
は
、
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
【
消
防
長
】
出
動
時
間
等
の
記
録
が
で

き
る
ア
プ
リ
の
導
入
を
検
討
し
た
が
、

全
団
員
に
ア
プ
リ
の
登
録
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の

位
置
情
報
の
了
承
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
導
入
を
見
合
わ
せ
た
。

　
　
登
録
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
位
置
情
報
の
了
承
の

必
要
が
な
い
ア
プ
リ
も
あ
り
、
国
の
補

助
で
導
入
も
で
き
る
た
め
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
導
入
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
【
消
防
長
】
今
後
、
他
市
町
村
の
動
向

等
も
研
究
し
、
消
防
団
と
引
き
続
き
協

議
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答問

答問答問答

平
成
27
年
に
採
択
さ
れ
た
パ
リ
協
定
に

基
づ
き
、
日
本
は
世
界
と
共
に
脱
炭
素
社

会
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
政
府
の
み
な
ら
ず
、
個
人
、

企
業
、
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
も
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
る
。
多
治
見
市
が
目
指
す
脱

炭
素
の
方
向
性
や
今
後
の
取
り
組
み
を
確

認
す
る
。
ま
た
、
脱
炭
素
の
取
り
組
み
に

は
、
経
済
と
環
境
の
好
循
環
が
求
め
ら
れ

る
。
一
方
で
、
当
面
の
地
域
経
済
対
策
と

し
て
は
、
物
価
高
騰
対
策
が
急
務
で
あ
り
、

今
後
の
市
の
考
え
方
を
確
認
す
る
。

全
国
の
消
防
団
員
数
は
、
平
成
２
年

に
１
０
０
万
人
を
割
り
込
み
、
現
在
は
、

76
万
人
程
と
な
っ
て
い
る
。
当
市
も
同
様

に
減
少
し
て
い
る
中
で
、
今
後
発
生
が
予

想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
未
曾
有
の

災
害
な
ど
に
備
え
、
地
域
防
災
力
向
上
の

た
め
、
消
防
団
員
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
入
団
者
を
増
や
し
、
現
役
の
団

員
に
続
け
て
も
ら
う
観
点
か
ら
、
以
下
の

質
問
を
す
る
。

脱
炭
素
の
取
組
と

地
域
経
済
対
策
に
つ
い
て

消
防
団
に
つ
い
て

獅
し

子
し

野
の

真
まこ

人
と

嶋
しま

内
うち

　九
く

一
いち

市政一般質問
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有
事
の
際
に
は
、
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
防
災
士
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
で
活
躍
す
る
防
災
士
を
増
や
す
べ

き
だ
と
考
え
、
今
回
、
３
度
目
の
「
防

災
士
資
格
取
得
補
助
金
の
創
設
」
を
提

案
す
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
【
企
画
部
長
】
地
域
防
災
力
向
上
を
図

る
上
で
、
有
事
に
お
い
て
行
政
と
連
携

し
、
避
難
所
運
営
等
の
災
害
対
応
業
務

を
行
う
防
災
士
の
増
強
は
重
要
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
か
ら
「
防
災
士
資
格
取
得

補
助
制
度
」
を
導
入
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
防
災
無
線
が
聞
こ
え
に
く
い
方
、
防
災

ア
プ
リ
の
使
用
が
困
難
な
方
に
災
害
情

報
を
届
け
る
た
め
の
戸
別
受
信
機
の
利

用
者
が
少
な
い
と
聞
く
が
、
周
知
方
法

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
【
企
画
部
長
】
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
紙
等
で
周
知
し
て
い
る
。
今
後
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
戸
別
受
信
機
の
写
真

を
掲
載
す
る
、
防
災
訓
練
や
お
と
ど
け

セ
ミ
ナ
ー
等
で
実
物
を
見
せ
て
紹
介
す

る
、
防
災
情
報
を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ
に

掲
載
す
る
な
ど
し
て
周
知
を
し
て
い
く
。 　

　
今
や
家
族
同
然
で
あ
る
ペ
ッ
ト
の
避
難

に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
整
備

に
よ
り
、
千
葉
県
柏
市
の
よ
う
な
ペ
ッ

ト
が
屋
内
避
難
で
き
る
体
制
を
整
備
で

き
な
い
か
。

　
　
【
企
画
部
長
】
ペ
ッ
ト
の
避
難
に
つ
い

て
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
鳴
き
声
、
悪
臭

等
が
問
題
と
な
る
た
め
、
市
の
避
難
所

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
避
難
所
敷
地
内
で
の

屋
外
飼
養
と
し
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
の
防

災
対
策
は
、
以
前
に
比
べ
格
段
に
求
め

ら
れ
る
レ
ベ
ル
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

　
　
個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
お
い
て
、
い

ろ
い
ろ
な
人
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
が
、

区
の
役
員
や
民
生
委
員
へ
の
負
担
が
大

き
い
た
め
、
※
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
【
企
画
部
長
】
市
か
ら
支
払
わ
れ
る
委

託
料
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
活
用
し
て
構

わ
な
い
。
区
で
の
個
別
避
難
計
画
の
作

成
が
困
難
な
場
合
は
、
市
に
相
談
い
た

だ
き
、
県
を
介
し
て
適
切
な
人
材
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
。

問答問答

問答問答

　
　
多
治
見
市
の
地
域
力
に
対
す
る
ス
タ
ン

ス
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
地
域
に
は
、
自
治

組
織
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
市
民

会
議
や
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
等
さ
ま

ざ
ま
な
組
織
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
組
織

が
今
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、地
域
の
課
題
を「
共

助
」
に
よ
り
解
決
し
て
い
く
地
域
力
組

織
の
設
立
を
期
待
し
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
政
策
分
野
を
超
え
た
横
断
的
な

体
制
を
構
築
し
、
地
域
力
組
織
を
育
成

支
援
し
て
い
く
。

　
　
13
校
区
の
う
ち
、
５
校
区
で
地
域
力
組

織
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
が
、
今
後
の

広
が
り
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
現
在
、
精
華
校
区

で
立
ち
上
げ
準
備
中
で
あ
る
。
地
域
力

組
織
が
未
設
置
の
校
区
に
つ
い
て
は
、

校
区
内
で
の
組
織
の
連
携
強
化
等
の
動

き
を
捉
え
て
、
地
域
力
組
織
の
設
立
に

向
け
て
支
援
し
て
い
く
。

　
　
地
域
力
組
織
を
立
ち
上
げ
る
場
合
、
ど

の
よ
う
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
く
ら
し
人
権
課
に

配
置
さ
れ
て
い
る
「
地
域
力
推
進
員
」

が
、
ど
う
い
っ
た
活
動
を
し
た
い
の
か

を
聞
き
取
り
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

る
。
ま
た
、
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
、

地
域
課
題
の
洗
い
出
し
を
支
援
す
る
。

設
立
後
は
、「
地
域
力
向
上
活
動
推
進

補
助
金
」
等
に
よ
り
、
支
援
を
行
う
。

　
　
「
横
串
力
」の
あ
る「
オ
ー
ル
か
さ
は
ら
」

の
実
現
に
向
け
た
地
域
力
組
織
の
設
立

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
笠
原
町
内
に
存
在

す
る
す
べ
て
の
組
織
・
団
体
に
よ
り
、

構
成
さ
れ
た
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
大
規

模
な
地
域
力
組
織
に
な
る
と
共
に
、
他

地
域
の
モ
デ
ル
に
な
り
う
る
と
認
識
し

て
い
る
。
個
別
の
組
織
だ
け
で
は
担
い

切
れ
な
い
課
題
を
、「
横
串
力
」
を
発

揮
し
て
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

問答問

答問答問答

笠
原
地
域
に
お
い
て
、「
教
育
」「
産
業
」

「
地
域
」「
福
祉
」「
観
光
」
に
つ
い
て
市

民
に
よ
り
、
多
く
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
現
在
は
、
事
業
規
模
の
縮
小
、

組
織
間
の
連
携
不
足
な
ど
で
期
待
さ
れ
る

成
果
は
出
て
い
な
い
。
地
域
力
あ
ふ
れ
る

笠
原
町
を
再
び
創
る
に
は
、
各
分
野
の
活

性
化
を
図
る
と
共
に
、
組
織
間
の
課
題
を

共
有
す
る
「
横
串
力
」
の
あ
る
仕
組
み
の

構
築
が
必
須
と
考
え
る
。
そ
う
し
た
各
分

野
に
お
け
る
多
く
の
地
域
の
方
々
が
一
丸

と
な
っ
て
動
く
「
オ
ー
ル
か
さ
は
ら
」
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
以
下

の
質
問
を
す
る
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

防
災
の
街
、
多
治
見
市
の

実
現
へ
！

笠
原
町
活
性
化
に
向
け
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
組
織
の

設
置
に
つ
い
て

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
（
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
防
災
）
や
地
域
防
災
力
向
上
に

関
し
、
本
市
が
実
施
し
て
い
る
諸
政
策
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
方
針
に
つ

い
て
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

片
かた

山
やま

　竜
たつ

美
み

加
か

藤
とう

　智
とも

章
あき

※
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

行
政
組
織
内
の
防
災
・
危
機
管
理
部
局
と

保
健
・
福
祉
部
局
と
の
連
結
、
庁
外
の
福

祉
専
門
職
、
近
隣
居
住
者
、
行
政
関
係
者

等
と
の
連
結
を
図
り
、
当
事
者
を
地
域
の

社
会
資
源
に
結
び
付
け
る
な
ど
、
関
係
者

を
巻
き
込
ん
で
い
く
役
割
を
す
る
方
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名
称
を
「
子
ど
も
図
書
館
」
と
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
図
書
館
分
館
機
能

に
併
せ
、
子
ど
も
支
援
と
子
ど
も
に
関

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
の

名
称
で
あ
り
、
単
な
る
子
ど
も
向
け
図

書
館
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
名

称
が
適
当
で
あ
る
。

　
　
移
転
や
統
合
、
民
営
化
を
考
え
る
前
に
、

ど
う
活
か
す
か
と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
従
来
か
ら
多
彩
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
独
自
の
た

よ
り
等
を
通
じ
て
利
用
促
進
に
努
め
て

い
る
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の
４
カ
月
児
健

診
時
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
は
施
設
の

紹
介
を
し
て
い
る
。

　
　
敷
地
内
の
芝
生
に
、
幼
児
が
遊
べ
る
遊

具
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
職
員
の
目
が
行
き

届
か
な
い
こ
と
や
、
幼
児
以
外
の
利
用

に
よ
る
事
故
や
破
損
の
心
配
も
あ
る
た

め
、
遊
具
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
他
市
の
広
報
紙
で
は
、
図
書
館
ニ
ュ
ー

ス
を
掲
載
し
、
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

読
み
込
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
そ

の
よ
う
な
広
報
は
可
能
な
の
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
広
報
紙
に
よ
る
図

書
館
情
報
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
他
市

の
事
例
を
参
考
に
、
秘
書
広
報
課
や
指

定
管
理
者
と
協
議
す
る
。

　
　
こ
の
施
設
を
多
く
の
市
民
、
親
子
に
知

ら
せ
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
事
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
子
ど
も
が
利
用
で

き
る
図
書
館
で
あ
る
こ
と
を
引
き
続
き

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

問答問答問答問

答問答

　
　
多
治
見
市
の
人
口
は
、
新
本
庁
舎
完
成

時
に
は
、
10
万
人
を
切
っ
て
い
る
と
想

定
さ
れ
、
職
員
数
が
減
り
庁
舎
の
規
模

に
影
響
が
出
る
と
考
え
ら
れ
る
。
人
口

政
策
を
整
理
し
直
す
ま
で
、
新
本
庁
舎

の
建
設
は
、
延
期
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
【
総
務
部
長
】
人
口
が
減
少
す
る
こ
と

と
、
新
本
庁
舎
の
規
模
や
職
員
の
必
要

人
数
に
は
、
直
接
的
な
相
関
関
係
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
庁
舎
の
規
模
は
、

今
後
の
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
の
中
で

考
え
て
い
く
。

　
　
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
円

安
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
い
、

資
材
、
人
件
費
等
は
高
騰
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
新
本
庁
舎
の
建
設
費
、

ま
た
、
市
が
進
め
て
行
く
、
優
先
順
位

が
高
い
事
業
の
費
用
も
、
上
昇
す
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
【
総
務
部
長
】
資
材
・
人
件
費
等
の
高

騰
に
つ
い
て
は
、
認
識
し
て
い
る
。
新

本
庁
舎
の
建
設
は
、
第
８
次
多
治
見
市

総
合
計
画
基
本
計
画
事
業
に
位
置
付
け

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
庁
舎
建
設

基
本
計
画
に
お
い
て
、
庁
舎
規
模
や
事

業
費
を
定
め
、
実
施
し
て
い
く
。

　
　
現
本
庁
舎
の
電
気
・
給
排
水
設
備
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事
を
行
い
、
多
治
見

駅
と
現
本
庁
舎
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
本

庁
舎
建
設
を
30
年
程
延
期
で
き
る
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
【
市
長
】
現
本
庁
舎
は
、
非
常
に
厳
し

い
状
態
で
あ
り
、
新
本
庁
舎
を
建
設
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
安
心
安
全
を

守
り
、
Ｄ
Ｘ
等
に
も
対
応
し
て
い
く
。

　
　
【
総
務
部
長
】
現
本
庁
舎
の
給
排
水
設

備
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
費
用
は
、
20
年

間
使
用
す
る
と
仮
定
し
て
、
令
和
３
年

８
月
に
11
億
３
千
２
０
０
万
円
と
試
算

し
、
議
会
に
も
説
明
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
に
は
電
気
設
備
の
改
修
費
用

は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
Ｄ
Ｘ
な
ど
に
も

対
応
で
き
な
い
。
ま
た
、
災
害
対
応
を

す
る
際
の
拠
点
と
す
る
に
は
、
不
十
分

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問答問

答問答答

「
子
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
者

が
少
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
目
立
た

な
い
場
所
で
名
称
が
図
書
館
を
連
想
で
き

ず
、
市
民
が
知
ら
な
い
事
が
大
き
な
要
因

と
考
え
る
。
実
態
を
知
ら
せ
、
当
市
の
子

育
て
応
援
の
場
と
し
て
広
く
伝
え
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

急
激
に
進
む
人
口
減
少
、
賃
上
げ
が
追

い
付
か
ず
国
内
消
費
が
落
ち
始
め
、
ス
タ

グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
化
し
つ
つ
あ
る
経
済
情

勢
、
Ｄ
Ｘ
の
革
命
的
な
進
展
、
世
界
的
な

物
価
高
騰
、
中
心
市
街
地
の
構
造
変
化
な

ど
、
今
後
の
行
政
庁
舎
の
内
容
や
在
り
方

に
大
き
な
変
化
が
想
定
さ
れ
る
こ
の
時
期

に
、
新
本
庁
舎
建
設
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
く
、
そ
の
財
源
を
少
子
化
対
策
、
中
心

市
街
地
の
再
生
、
交
通
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、

新
し
い
地
場
産
業
対
策
な
ど
に
活
用
す
べ

き
と
考
え
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

「
子
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー
」

を
「
子
ど
も
図
書
館
」
と

し
て
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
！

本
庁
舎
建
設
に
お
い
て
向

き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
新
た
に
発
生
し
て
い
る

課
題
と
解
決
策
に
つ
い
て

井
いの

上
うえ

あけみ

林
はやし

　　美
よし

行
ゆき

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
循
環
型
地
域
経
済
の
姿
を
ど
の
よ
う
に

し
て
目
指
す
べ
き
か

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
坂
上
児
童
館
の
移
転
統
合
に
伴
う
南
坂

上
公
園
へ
の
遊
具
設
置
に
つ
い
て

◆
財
政
判
断
指
標
の
基
準
値
、
目
標
値
、

財
政
向
上
指
針
の
見
直
し
に
つ
い
て 「子ども情報センター」施設内

多治見市役所本庁舎から徒歩２分
（井上あけみ撮影）

市政一般質問
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大
規
模
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
な

る
「
防
災
行
政
無
線
」
な
ど
の
整
備
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
【
企
画
部
長
】
防
災
行
政
無
線
、
戸
別

受
信
機
、
防
災
ア
プ
リ
、
緊
急
メ
ー
ル

の
運
用
、
お
り
べ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
Ｆ
Ｍ

ピ
ピ
と
の
連
携
等
に
よ
り
、
情
報
伝
達

手
段
を
多
様
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
脆
弱

性
を
補
完
し
合
う
こ
と
で
、
確
実
な
情

報
伝
達
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

本
市
に
お
い
て
導
入
は
で
き
な
い
か
。

　
　
【
企
画
部
長
】
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
を
持

つ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
情
報
伝
達
手
段
と
し
て

有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
導
入

し
て
い
る
自
治
体
の
事
例
研
究
を
進
め

て
い
く
。

　
　
過
去
の
大
規
模
災
害
事
例
を
踏
ま
え
る

と
、
避
難
所
の
「
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
」

や
「
電
源
確
保
」
な
ど
は
、
非
常
時
の

通
信
手
段
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
本
市
に
お
い
て
整
備
す
る
予
定

は
あ
る
か
。

　
　
【
企
画
部
長
】
小
中
学
校
、
感
謝
と
挑

戦
の
Ｔ
Ｙ
Ｋ
体
育
館
、
産
業
文
化
セ
ン

タ
ー
等
28
カ
所
の
大
規
模
な
避
難
所
に

は
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
と
非
常
用
電
源

の
両
方
を
配
備
済
み
で
あ
る
。
そ
の
ほ

か
に
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
は
未
整
備
で
あ
る

が
、
併
設
す
る
防
災
倉
庫
に
非
常
用
電

源
を
配
備
し
て
い
る
避
難
所
は
20
カ
所

あ
る
。
整
備
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
指

定
避
難
所
の
充
実
を
優
先
的
に
進
め
て

お
り
、
そ
れ
以
外
の
避
難
所
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
や
非
常
用
電
源
を
配
備
す
る

計
画
は
な
い
。
よ
っ
て
、
不
備
を
補
完

す
る
た
め
に
、
通
信
事
業
者
等
と
移
動

通
信
基
地
局
車
や
移
動
電
源
車
の
投
入

に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
向
け
て
、
検

討
す
る
。

　
　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
国
や
他
の
自

治
体
等
か
ら
「
人
的
・
物
的
支
援
」
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
を
円
滑

か
つ
効
果
的
に
受
け
入
れ
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
方
策
を
整
え
て
い
る
か
。

　
　
【
企
画
部
長
】
令
和
４
年
２
月
に
策
定

し
た
「
多
治
見
市
受
援
計
画
」
の
運
用

に
よ
っ
て
、
膨
大
な
災
害
対
応
業
務
発

生
時
に
お
い
て
、
外
部
支
援
を
円
滑
に

受
け
入
れ
、
人
的
・
物
的
資
源
を
効
果

的
か
つ
効
率
的
に
非
常
時
優
先
業
務
に

分
配
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

問答問答問

答問答

　
　
地
域
公
共
交
通
の
現
状
と
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
【
都
市
計
画
部
長
】
路
線
バ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
減
少
し
、
令
和
元
年

度
と
比
べ
る
と
７
割
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
バ
ス
お
よ
び
タ
ク
シ
ー
の
乗

務
員
が
不
足
し
、
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

は
10
月
10
日
か
ら
減
便
し
て
お
り
、
今

後
運
転
士
不
足
が
さ
ら
に
深
刻
と
な
り
、

バ
ス
路
線
の
維
持
や
タ
ク
シ
ー
予
約
が

困
難
と
な
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。

　
　
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
交
通
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
く
た
め
に
何
が
必
要
と
考

え
る
か
。

　
　
【
都
市
計
画
部
長
】
地
域
ご
と
に
交
通

ニ
ー
ズ
が
異
な
る
た
め
、
各
地
域
の
課

題
と
対
応
可
能
な
交
通
手
段
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
地
域
の
担
い
手
の
育

成
も
重
要
で
あ
り
、
経
営
的
に
も
事
業

が
継
続
で
き
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
交
通
事
業
者
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
【
都
市
計
画
部
長
】
毎
年
、
地
域
公
共

交
通
会
議
に
お
い
て
、
各
交
通
事
業
者

の
現
状
お
よ
び
年
度
ご
と
の
交
通
計
画

を
確
認
し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
、
個

別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
経
営
状
況
等

に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
今

後
、
解
析
中
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
交
通
事
業
者
と
協

議
、
調
整
し
、
実
施
可
能
な
事
業
を
地

域
公
共
交
通
計
画
に
位
置
付
け
、
進
め

て
い
く
。

　
　
地
域
公
共
交
通
会
議（
地
域
別
分
科
会
）

の
設
置
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
【
都
市
計
画
部
長
】
現
在
設
置
は
し
て

い
な
い
が
、

地
域
に
出
向

き
、
地
域
別

の
課
題
対
応

の
検
討
を
進

め
て
い
き
た

い
。

問答問答

問答問答

全
国
の
公
共
交
通
が
今
大
ピ
ン
チ
で
あ

る
。
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
等
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
交
通
機
関
が
あ
る

中
、
地
方
の
公
共
交
通
は
利
用
者
が
減
少

傾
向
に
あ
り
、
路
線
も
減
少
し
続
け
て
い

る
。
本
市
も
「
自
動
車
に
頼
ら
な
く
て
も

移
動
で
き
る
公
共
交
通
体
系
づ
く
り
」
を

掲
げ
、
幅
広
い
関
係
者
が
協
力
し
、
知

恵
を
出
し
合
う
多
治
見
市
地
域
公
共
交
通

会
議
を
設
置
し
て
い
る
。
今
後
、
第
8
次

総
合
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

立
地
適
正
化
計
画
と
の
整
合
を
図
る
と
共

に
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
交
通
と
は
何

か
、
現
状
と
課
題
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、

慎
重
に
迅
速
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

～
災
害
に
強
い
多
治
見
を

創
造
す
る
【
自
助
共
助
と

公
助
編
】
～

『
地
域
公
共
交
通
の
あ
り

方
』
に
つ
い
て

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、
市
民
の

命
を
守
る
た
め
に
「
自
助
・
共
助
」
の
底

上
げ
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、「
公
助
」

の
さ
ら
な
る
充
実
強
化
が
必
要
で
あ
る
と

の
観
点
か
ら
、
現
在
の
多
治
見
市
の
危
機

管
理
体
制
に
つ
い
て
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

成
なり

田
た

　康
やす

弘
ひろ

玉
たま

置
おき

　真
しん

一
いち

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
『
多
治
見
市
工
業
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格
高

騰
対
策
支
援
金
』
に
つ
い
て

地域公共交通計画より
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放
置
す
れ
ば
特
定
空
き
家
と
な
る
恐
れ

の
あ
る
物
件
が
、
新
た
に
「
管
理
不
全

空
き
家
」
と
さ
れ
、
固
定
資
産
税
の
６

分
の
１
の
軽
減
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と

と
な
る
。
こ
の
「
管
理
不
全
空
き
家
」

の
基
準
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
【
副
市
長
】
改
正
法
施
行
に
併
せ
た
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、
先
進
他
市
の
事

例
を
参
考
に
基
準
を
検
討
す
る
。

　
　
特
定
空
き
家
の
判
断
基
準
の
う
ち
、
衛

生
面
、
景
観
、
環
境
面
で
の
本
市
の
判

断
基
準
の
現
況
は
、
い
か
が
か
。

　
　
【
都
市
計
画
部
長
】
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
参
考
に
、
今
年
度
、
空
家
等
審
議

会
に
諮
り
、
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
市
区
町
村
が
区
域
と
指
針
を
定
め
、
区

域
内
の
空
き
家
を
、
指
針
に
合
っ
た
宿

泊
施
設
、
飲
食
店
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
等
へ
の
転
用
を
可
能
と
す
る
制
度

が
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
に
対
す
る

市
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
【
都
市
計
画
部
長
】
地
域
の
空
き
家
状

況
等
を
調
査
し
、
用
途
変
更
や
建
て
替

え
等
を
促
進
す
る
こ
と
の
で
き
る
空
家

等
活
用
促
進
区
域
の
導
入
を
検
討
す
る
。

　
　
老
朽
及
び
危
険
空
き
家
除
却
工
事
補
助

制
度
の
評
価
と
今
後
の
予
定
は
。
ま
た
、

除
却
工
事
補
助
制
度
以
外
の
民
間
事
業

者
と
の
連
携
方
針
は
、
い
か
が
か
。

　
　
【
都
市
計
画
部
長
】
４
月
の
固
定
資
産

税
等
納
税
通
知
書
に
補
助
制
度
活
用
の

案
内
文
書
を
同
封
し
た
こ
と
で
関
心
が

高
ま
り
、
７
月
ま
で
に
老
朽
空
き
家
31

件
、
危
険
空
き
家
５
件
の
予
定
数
に
達

し
、
受
付
を
終
了
し
た
。
除
却
件
数
増

に
対
し
て
は
、
令
和
６
年
度
予
算
編
成

の
中
で
検
討
す
る
。
民
間
事
業
者
と
の

連
携
は
、
空
き
家
の
発
生
の
未
然
防
止

を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等

を
継
続
す
る
。

　
　
空
き
家
の
管
理
、草
刈
り
等
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
（
連
携
）
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
【
都
市
計
画
部
長
】
空
き
家
の
状
況
調

査
や
簡
易
作
業
に
つ
い
て
、
８
月
に
多

治
見
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

提
案
が
あ
り
、
現
在
調
整
中
で
あ
る
。

　
　
美
化
条
例
が
あ
る
本
市
に
と
っ
て
、
空

き
家
政
策
は
基
本
と
な
る
政
策
と
捉
え

る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
【
市
長
】
空
き
家
問
題
は
全
国
的
な
課

題
で
あ
る
。
新
た
な
制
度
の
構
築
も
考

え
な
が
ら
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
し
て
い
く
。

問答問答問答

問答問答問答

　
　
令
和
６
年
６
月
、
多
治
見
市
営
球
場
に

お
い
て
、
高
円
宮
賜
杯
全
日
本
学
童
軟

式
野
球
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
岐
阜
県
大
会
が
開
催
さ
れ
る
が
、
開

催
に
向
け
て
の
改
修
は
、
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
大
会
に
向
け
て
で

は
な
く
、
施
設
の
維
持
管
理
の
一
環
と

し
て
、
内
野
部
分
の
土
壌
改
良
、
フ
ァ

ウ
ル
ラ
イ
ン
の
芝
と
土
と
の
段
差
を
解

消
す
る
工
事
を
年
度
内
に
実
施
す
る
。

　
　
夏
場
の
熱
中
症
対
策
の
観
点
か
ら
も
、

空
調
設
備
の
あ
る
救
護
室
を
希
望
す
る
。

ま
た
、
女
子
野
球
の
大
会
も
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
更
衣
室
や
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー

ム
の
整
備
を
希
望
す
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
他
の
施
設
も
含
め

て
、
全
市
的
な
視
点
で
優
先
順
位
を
定

め
、
整
備
し
て
い
く
。

問答問答

　
　
硬
式
球
・
準
硬
式
球
を
使
用
す
る
際
、

バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
天
井
防
球

ネ
ッ
ト
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
試
合
が
で
き
な
い
。
改
修
の

予
定
は
、
あ
る
の
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
防
球
ネ
ッ
ト
の
か

さ
上
げ
等
は
、
施
設
の
構
造
面
か
ら
限

界
が
あ
り
、
ま
た
、
多
額
の
費
用
も
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
改
修

予
定
は
な
い
。

　
　
市
営
球
場
の
老
朽
化
が
さ
ら
に
進
み
、

使
用
困
難
に
な
っ
た
際
、
新
球
場
の
建

設
は
、
検
討
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
近

隣
市
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
外

で
施
設
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
可
能
か
。

　
　
【
環
境
文
化
部
長
】
用
地
取
得
や
建
設

費
用
な
ど
の
面
か
ら
、
新
球
場
の
建
設

は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
近
隣
市
の
施

設
を
共
同
利
用
す
る
こ
と
は
、
費
用
負

担
や
予
約
の
方
法
等
の
課
題
が
多
く
、

こ
ち
ら
も
困

難
で
あ
る
。

今
後
、
他
市

の
事
例
を
研

究
し
て
い
く
。

問答問答

空
き
家
へ
の
課
税
を
強
化
す
る
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
改

正
法
が
、
令
和
５
年
６
月
に
可
決
、
成
立

し
、
12
月
13
日
に
施
行
さ
れ
た
。
多
治
見

市
の
今
後
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
以

下
の
質
問
を
す
る
。

多
治
見
市
営
球
場
は
、
昭
和
63
年
の
改

修
工
事
の
後
、
大
き
な
改
修
は
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
多
治

見
市
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
で
は
、
現

状
の
ま
ま
使
用
す
る
と
の
方
向
性
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
球
場
を
利
用
す
る
各
団
体

か
ら
は
、
改
善
を
求
め
る
意
見
や
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
営
球
場
を
少
し
で

も
長
く
活
用
し
、
さ
ら
に
多
く
の
市
民
に

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
今
後
の
計
画
や
、

望
ま
し
い
改
修
に
つ
い
て
、
以
下
の
質
問

を
す
る
。

空
き
家
対
策
特
措
法
改
正

に
よ
る
本
市
の
今
後
の

対
応
に
つ
い
て

多
治
見
市
営
球
場
の
今
後

の
活
用
に
つ
い
て

葉
は

狩
がり

　拓
たく

也
や

仙
せん

石
ごく

三
み

喜
き

男
お

多治見市営球場

市政一般質問
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本
市
に
お
け
る
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
感
染
症
に
対
応
し
た
病
児
保
育
等
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

　
　
【
福
祉
部
長
】
感
染
症
罹
患
児
童
の
受

け
入
れ
を
求
め
る
声
が
あ
る
こ
と
は
把

握
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
病
児
保
育

施
設
の
増
設
を
検
討
中
で
あ
る
が
、
感

染
症
罹
患
児
童
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
急
変
や
他
の
児
童
ま
た
は
職
員
へ

の
感
染
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
慎

重
に
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
感
染
症
罹
患
児
童
を
受
け
入
れ
る
に
は
、

病
院
併
設
の
施
設
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
が
、
民
間
の
医
療
機
関
へ
の
働
き
か

け
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
【
福
祉
部
長
】
医
療
機
関
で
行
う
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
は
大
変
大
き
い
と
考
え
る
。

ま
ず
は
情
報
収
集
に
努
め
な
が
ら
、
重

要
性
を
感
じ
て
い
る
医
療
機
関
を
捉
え
、

具
体
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
市
民
病
院
に
対
し
、
働
き
か
け
た
こ
と

は
あ
る
か
。

　
　
【
福
祉
部
長
】
ま
だ
な
い
が
、
広
く
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
　
他
市
の
例
に
な
ら
い
、
本
市
に
お
い
て

も
他
市
と
連
携
し
て
病
児
保
育
等
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
【
福
祉
部
長
】
広
域
利
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
他
市
の
事
例
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
な
が
ら
調
査
研
究

を
行
う
。

　
　
他
の
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
病
児
保
育

等
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　
　
【
福
祉
部
長
】
本
市
に
お
い
て
は
、
ま

ず
は
病
児
保
育
を
拡
充
す
る
こ
と
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。

問答

問答問答問答問答

本
市
に
お
い
て
は
、
病
気
の
回
復
期
に

あ
り
、
集
団
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
難
し

い
子
ど
も
を
預
か
る
病
後
児
保
育
を
行
う

施
設
が
２
カ
所
、
病
気
の
子
ど
も
を
預
か

る
病
児
保
育
を
行
う
施
設
が
１
カ
所
あ

る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
に
よ
る
病
児
・
病
後
児
預
か
り
も
利

用
可
能
で
あ
る
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
感
染
症
に
罹
患
し
た
場
合
は
、
こ
れ
ら

を
利
用
で
き
な
い
。
一
方
近
隣
の
市
町
村

で
は
、
柔
軟
な
対
応
が
可
能
な
施
設
も
あ

る
。
ひ
と
り
親
家
庭
や
休
暇
の
取
得
が
困

難
な
職
場
で
働
く
保
護
者
な
ど
に
と
っ
て

は
、
病
気
の
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
な
い
こ

と
で
、
収
入
の
減
少
や
会
社
内
で
の
立
場

へ
影
響
が
お
よ
ぶ
場
合
も
あ
る
。
社
会
全

体
で
保
護
者
を
支
え
る
と
い
う
観
点
、
ま

た
、
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
、
病
児
保

育
等
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

以
下
の
質
問
を
す
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者
の

個
別
避
難
計
画
作
成
事
業

に
つ
い
て

病
児
保
育
に
つ
い
て

～
子
育
て
し
な
が
ら
で
も

働
き
や
す
い
環
境
を
～

亀
かめ

井
い

　芳
よし

樹
き

城
き

處
どころ

　裕
ゆう

二
じ

　
　
県
内
自
治
体
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成

手
法
と
、
本
市
が
こ
の
計
画
作
成
を
区

に
委
託
す
る
手
法
を
採
用
し
た
理
由
は
。

　
　
【
企
画
部
長
】
作
成
方
法
は
、
自
治
体

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
県
内
で
最
も
多

い
の
が
、
自
治
体
職
員
に
よ
る
作
成
で

あ
り
、
次
い
で
地
域
住
民
、
本
人
や
そ

の
家
族
、
民
生
児
童
委
員
等
が
作
成
す

る
方
法
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、

「
実
効
性
の
確
保
」
を
重
視
す
る
た
め
、

災
害
時
、
実
際
に
避
難
支
援
を
行
う
可

能
性
の
高
い
地
域
住
民
の
方
に
、
協
力

を
求
め
る
手
法
を
採
用
し
た
。

　
　
区
と
締
結
す
る
「
個
別
避
難
計
画
作
成

業
務
委
託
契
約
」
の
内
容
は
。

　
　
【
企
画
部
長
】
区
に
属
す
る
避
難
行
動

要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
作
成
業
務

と
計
画
作
成
に
同
意
し
な
か
っ
た
要
支

援
者
の
実
態
調
査
業
務
を
委
託
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
作
成
さ
れ
た
個
別
避
難
計
画
は
、
人
命

救
助
に
伴
う
契
約
に
あ
た
る
こ
と
は
な

い
か
。

　
　
【
企
画
部
長
】
個
別
避
難
計
画
は
、
共

助
の
範
囲
内
で
支
援
を
要
す
る
者
と
、

支
援
す
る
者
と
を
明
文
化
す
る
も
の
で

あ
り
、
支
援
を
確
約
す
る
と
い
う
解
釈

に
は
な
ら
な
い
。

　
　
個
別
避
難
計
画
上
で
、
避
難
支
援
等
実

施
者
に
指
定
さ
れ
た
方
が
避
難
支
援
を

行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
は
な
い
の
か
。

　
　
【
企
画
部
長
】
避
難
支
援
等
実
施
者
に

避
難
支
援
の
法
的
な
責
任
や
義
務
を
負

わ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
旨
は
計
画

様
式
に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

計
画
作
成
時
に
、
要
支
援
者
本
人
や
家

族
に
も
説
明
し
、
同
意
を
得
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　
　
個
別
避
難
計
画
に
お
い
て
避
難
方
法
を

検
討
す
る
場
合
に
は
、
要
支
援
者
だ
け

で
な
く
、
同
じ
地
域
の
住
民
が
、
災
害

リ
ス
ク
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
市

は
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
【
企
画
部
長
】
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
広
報
、

区
へ
の
個
別
避
難
計
画
説
明
会
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
等
で

災
害
リ
ス
ク
を
認
識
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
計
画
の
作
成

に
よ
り
、
要
支
援
者
だ
け
で
な
く
、
同

じ
地
域
の
住
民
の
方
に
も
、
自
身
の
避

難
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
ほ
し
い
。

問答問答問答

問答問答

個
別
避
難
計
画
作
成
事
業
の
核
と
な
る

自
治
会
の
加
入
率
が
70
％
を
下
回
っ
て
い

る
中
で
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て
自
治
会
の

意
義
の
見
直
し
、
市
民
の
安
全
安
心
に
寄

与
す
る
こ
と
を
願
い
、以
下
の
質
問
を
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
多
治
見
市
の
人
口
減
少
緩
和
策
の
効
果

に
つ
い
て
～
16
年
ぶ
り
の
転
入
増
実
現

の
分
析
～
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公
園
整
備
、
緑
化
推
進
を
行
う
に
あ
た

り
、
誰
も
が
楽
し
め
る
公
園
の
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業

を
行
う
予
定
か
。

　
　
【
建
設
部
長
】
第
８
次
総
合
計
画
期
間

中
で
は
、
現
在
の
遊
具
の
更
新
、
長
寿

命
化
に
併
せ
て
、
既
存
公
園
へ
の
大
型

遊
具
の
新
設
を
行
う
計
画
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

健
康
遊
具
の
設
置
を
推
進
す
る
。

　
　
公
園
を
整
備
す
る
際
に
は
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
が
主
役
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
【
建
設
部
長
】
公
園
を
利
用
す
る
市
民

の
多
様
性
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
遊
具

利
用
の
主
体
と
な
る
子
ど
も
の
意
見
を

聞
い
て
、
公
園
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
他
市
か
ら
も
人
が
訪
れ
る
よ
う
な
魅
力

あ
る
大
型
公
園
を
整
備
す
る
構
想
は
あ

る
の
か
。

　
　
【
建
設
部
長
】
市
内
に
は
、
潮
見
公
園
、

太
平
公
園
、
虎
渓
公
園
、
喜
多
緑
地
等

の
魅
力
あ
る
公
園
が
あ
り
、
第
８
次
総

合
計
画
期
間
中
に
大
型
公
園
を
新
規
整

備
す
る
計
画
は
な
い
。

　
　
市
内
に
は
、
屋
内
遊
戯
施
設
と
し
て
、

児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
交
流
セ
ン

タ
ー
等
が
あ
る
が
、
子
ど
も
達
に
と
っ

て
充
実
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
【
福
祉
部
長
】
身
近
に
子
ど
も
の
居
場

所
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

本
市
に
は
、
屋
内
遊
戯
室
を
有
す
る
児

童
館
等
が
す
べ
て
の
小
学
校
区
に
一
つ

ず
つ
、
全
13
館
あ
る
。
全
小
学
校
区
に

児
童
館
等
を
設
置
し
て
い
る
自
治
体
は

近
隣
に
は
な
く
、
子
育
て
施
策
と
し
て

他
市
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
は
充
実
し
て
い
る
。

　
　
日
々
の
遊
び
場
だ
け
で
な
く
、
特
別
な

遊
び
場
と
し
て
、
未
満
児
も
含
め
た
子

ど
も
や
保
護
者
で
賑
わ
う
よ
う
な
大
規

模
屋
内
遊
戯
施
設
を
整
備
す
る
構
想
は

あ
る
か
。

　
　
【
福
祉
部
長
】
特
別
な
遊
び
場
と
し
て
、

大
規
模
屋
内
遊
戯
施
設
の
設
置
を
求
め

る
声
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

第
８
次
総
合
計
画
期
間
中
の
大
規
模
屋

内
遊
戯
施
設
整
備
の
構
想
は
な
い
。

問答問答問

答問答問答

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
コ
ン
ビ

ニ
、
自
宅
か
ら
の
証
明
書
の
発
行
・
申

請
に
つ
い
て
、
導
入
経
費
や
実
施
時
期

は
、
い
か
が
か
。

　
　
【
市
長
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ

る
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
対
し

て
、
市
民
か
ら
の
要
望
が
多
い
こ
と
は

理
解
し
て
い
る
。
導
入
経
費
は
高
額
だ

が
、
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
導
入
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。
実
施
時
期

に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
の
全
国
的

な
シ
ス
テ
ム
標
準
化
の
影
響
を
受
け
る

前
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
宅
か
ら
の
証
明
書
等
の
申
請
に
つ

い
て
は
、
先
進
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
保
育
園
・
幼
稚
園
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

導
入
に
よ
り
、
子
ど
も
の
学
習
体
験
を

豊
か
に
し
、
日
々
の
活
動
や
状
況
を
保

護
者
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
入
退
園
情
報
や
子
ど
も
の
健
康
状

態
な
ど
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で
、
効

率
的
な
管
理
が
可
能
と
な
り
、
保
育
士

業
務
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
導
入
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
【
福
祉
部
長
】
今
年
度
、
２
つ
の
保
育

業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
導
入
に
向
け
た

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
保
育
士
業
務
の
負
担
軽
減
が
期

待
さ
れ
る
ほ
か
、
子
ど
も
の
出
欠
席
の

連
絡
、
行
事
予
定
の
確
認
が
容
易
に
な

り
、
保
護
者
の
利
便
性
が
大
き
く
向
上

す
る
。
導
入
に
か
か
る
経
費
は
、
園
の

規
模
、
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
に
も
よ
る

が
、
公
立
12
園
に
導
入
す
る
と
仮
定
し

て
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
、
約
２
千

７
０
０
万
円
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
、

年
間
約
７
０
０
万
円
必
要
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
や
情
報
管
理
、
ま
た
、
多

治
見
市
が
従
来
か
ら
培
っ
て
き
た
保
育

の
質
が
保
た
れ
る
の
か
な
ど
の
心
配
も

あ
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
【
福
祉
部
長
】
保
育
の
質
は
落
と
す
こ

と
な
く
、
保
育
士
不
足
の
中
で
現
場
の

業
務
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用

に
向
け
、調
査・研
究
を
し
っ
か
り
行
っ

て
い
き
た
い
。

問答問

答問答

人
口
減
少
お
よ
び
少
子
高
齢
化
の
軽
減

対
策
と
し
て
、
子
ど
も
を
産
み
、
そ
の
後

も
住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
を
つ
く
る
。

そ
の
前
提
と
し
て
、
子
ど
も
が
伸
び
伸
び

と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
あ
り
、

子
ど
も
目
線
で
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
子
ど
も

達
が
遊
べ
る
公
園
や
遊
戯
施
設
に
つ
い
て
、

以
下
の
質
問
を
す
る
。

近
年
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
急
速
な
進
展
に

よ
り
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

る
。
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

効
率
化
や
市
民
の
利
便
性
向
上
の
み
な
ら

ず
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
も
影
響

を
与
え
る
。
し
か
し
、
適
切
な
教
育
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
課
題
も
多
い
こ
と
か

ら
、
本
市
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
情
報
化

の
現
状
や
今
後
に
つ
い
て
、
以
下
の
質
問

を
す
る
。

「
進
む
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
」
の
軽
減
対
策
に

つ
い
て

多
治
見
市
の
Ｄ
Ｘ
化
に

つ
い
て

黒
くろ

川
かわ

　昭
しょう

治
じ

石
いし

田
だ

　浩
こう

司
じ

市政一般質問
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市
内
住
宅
街
に
お
け
る
未
市
道
認
定
道

路
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
。

　
　
【
建
設
部
長
】
市
道
認
定
が
さ
れ
て
い

な
い
市
が
管
理
す
る
道
路
の
ほ
か
、
ミ

ニ
開
発
な
ど
で
造
ら
れ
た
私
道
が
各
所

に
あ
る
た
め
、
全
体
数
の
把
握
は
し
て

い
な
い
。

　
　
市
道
認
定
の
さ
れ
て
い
な
い
道
路
に
お

い
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
新
設
、
側
溝

の
入
れ
替
え
、
道
路
の
陥
没
等
へ
の
処

置
の
可
否
は
い
か
が
か
。

　
　
【
建
設
部
長
】
市
が
管
理
す
る
道
路
で

は
、
適
宜
対
応
し
て
い
る
。
私
道
は
、

そ
の
管
理
者
や
所
有
者
に
や
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

作
業
原
材
料
等
支
給
制
度
が
あ
り
、
道

路
の
穴
ぼ
こ
の
補
修
等
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
　
市
道
認
定
が
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
街
の

市
道
認
定
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

　
　
【
建
設
部
長
】
開
発
許
可
行
為
に
伴
う

道
路
施
設
に
つ
い
て
は
、
検
査
完
了
の

１
年
後
に
再
検
査
を
行
い
、
市
に
移
管

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
開
発
業

者
が
再
検
査
に
応
じ
ず
、
市
に
移
管
で

き
な
い
場
合
が
あ
る
。
再
検
査
に
応
じ

る
よ
う
、
引
き
続
き
開
発
業
者
に
対
応

を
求
め
て
い
く
。

　
　
い
ま
だ
に
未
認
定
の
道
路
は
再
検
査
に

通
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
【
建
設
部
長
】
そ
れ
以
外
に
再
検
査
の

申
請
が
さ
れ
な
い
、
再
検
査
の
前
に
倒

産
し
て
、
事
業
の
引
継
ぎ
先
が
不
明
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
。

　
　
今
後
そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
の
市
道
認
定

に
あ
た
り
、
班
、
町
内
、
自
治
会
、
区

に
よ
る
要
望
は
必
要
か
。

　
　
【
建
設
部
長
】
地
元
要
望
が
あ
れ
ば
、

追
跡
な
ど
に
困
難
は
伴
う
が
、
時
間
を

か
け
て
で
も
調
査
を
し
、
事
業
者
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

　
　
大
津
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
道

の
認
定
状
況
や
路
線
名
が
確
認
で
き
る

「
市
道
認
定
路
線
網
図
」
や
認
定
条
件

な
ど
が
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で

も
公
開
は
可
能
か
。

　
　
【
建
設
部
長
】「
市
道
認
定
路
線
網
図
」

に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ

の
公
開
の
手
法
や
費
用
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。
市
道
認
定
基
準
に
つ

い
て
は
、
認
定
手
続
に
関
す
る
要
綱
が

す
で
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

問答問答問答

問答問答問答

多
治
見
市
内
の
住
宅
街
に
は
、
開
発
に

伴
い
、
市
道
認
定
が
さ
れ
て
い
な
い
生
活

道
路
が
一
部
あ
る
。
高
齢
化
で
町
内
の
管

理
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
市
道
認
定
が
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
被
る
地
域
住
民
の
不
利
益
と
、

将
来
へ
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、
以
下

の
と
お
り
確
認
す
る
。

住
宅
街
の
未
市
道
認
定
道

路
に
つ
い
て

寺
てら

島
しま

　芳
よし

枝
え

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
効
果
的
な
活
用
で
、

物
価
高
騰
に
苦
し
む
市
民
生
活
を
守
れ
！

11
月
６
日
、「
本
庁
舎
建
設
に
関
す
る
特
別

委
員
会
第
２
小
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
小
委
員
会
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
新
本
庁
舎
に
お
け
る
議

会
フ
ロ
ア
の
考
え
方
を
整
理
す
る
た
め
の
小
委

員
会
で
す
。

委
員
長　
若
尾　
敏
之

副
委
員
長　
片
山　
竜
美

委　
　
員　
葉
狩　
拓
也

委　
　
員　
加
藤　
智
章

委　
　
員　
玉
置　
真
一

委　
　
員　
城
處　
裕
二

委　
　
員　
奥
村　
孝
宏

委　
　
員　
仙
石　
三
喜
男

新
本
庁
舎
の
議
会
フ
ロ
ア
を

検
討
し
ま
す

本庁舎建設に関する特別委員会第２小委員会

本会議を傍聴される方には、感染症対策へのご協力をお願いしています。（マスクが必要な方はご持参ください。）

＊会議の開始時間は、午前10時からです。
＊提出議案等により、委員会の開催予定日が変更になることがあります。
＊一般質問当日の質問順位は、あらかじめホームページでお知らせします。なお、各議員は質問順位にしたがって一般質問を
行うため、各議員の一般質問の開始時間は未定です。

３月定例会の予定
2月21日（水） 本会議（招集～提案説明）
29日（木） 本会議（質疑～委員会付託）

3月  4日（月） 総務常任委員会
6日（水） 経済建設常任委員会
7日（木） 厚生環境教育常任委員会
8日（金） 委員会（請願）予備日

3月11日（月） 特別委員会（本庁舎）
14日（木） 本会議（市政一般質問）
15日（金） 本会議（市政一般質問）
18日（月） 本会議（市政一般質問：予備日）
22日（金） 本会議（委員長報告～表決）
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⃝ 総務常任委員会 ⃝

⃝ 経済建設常任委員会 ⃝

⃝ 厚生環境教育常任委員会 ⃝

●日にち　令和5年10月4日㈬
●テーマ　「さんだ里山スマートシティ」について

●所　感　三田市は、兵庫県の南東部に位置し、神戸市街地から北
へ約25㎞、大阪市から北西へ約35㎞の圏域にあり、人口は10万
7千人余である。
ICT・IoT・AI などのデジタル技術の戦略的な活用とデータ利
活用により、「市民中心で持続可能な課題解決を行うスマートシ
ティ」に取り組んでいる。
市内10カ所にある市民センターを最大限活用し、マイナンバー
カードによるオンライン申請の拡大などデジタル化の推進と合わ
せて、市民サービスの向上と業務効率化にメリットのある「行か
なくてよい市役所」の実現を目指しているが、市民に浸透させ利

用を促す点については課題を残した様
子であった。
一口にDX推進と言っても地域性や

特性を活かした技術の利用が必要であ
ると感じた。あらゆる事例を調査、研
究しながら本市に合ったシステムの構
築を検討すべきと考える。

●日にち　令和5年10月31日㈫
●テーマ　徳島市地域自主運行バ

スについて
●所　感　徳島市は、バス停や鉄道駅までの距離が
遠いなど、日常生活の移動に不便がある公共交通
不便地域において、地域住民が中心となって運営
する地域自主運行バス（応神（おうじん）ふれあい
バス・上八万（かみはちまん）コミュニティバス）
等への支援を行っている。地域自主運行バスの停
留所は、間隔を短くし、スーパー、病院の他、個
人宅前など、30カ所近く設置されている。また、
利用者の荷物を運ぶ、買い物の手助けをするなど
の手厚いサービスも喜ばれており、車内では会話
がはずみ交流の場としての役割も果たしている。
多治見市も「自動車に頼らなくても移動できる公
共交通づくり」を掲げ、地域公共交通会議を設置
し、地域公共交通網形成計画を策定しているが、
同じ市内でも地域によって移動に対するニーズが
違うことから、その地域で求められている公共交
通の在り方について、検討すべきと考える。

●日にち　令和5年10月4日㈬
●テーマ	 学校法人東京シューレ学園東京シュー

レ葛飾中学校における不登校生徒支
援の取組について

●所　感　「学びの多様化学校」である同校は、フリースクールか
ら始まり、中学校を設立して15年になるが、不登校支援へのノ
ウハウが集約されていると感じた。「安心して学び育つ学園」を
目指す同校に子どもたちは安心して通っており、教師を「スタッフ」
と呼ぶなど、生徒と教師の垣根がない。また、どんな学校にし
たいか子どもたちに聞き、「Noチャイム」「No制服」「No朝礼」
「No 怒鳴り声」を実践している。ホームミーティングでは、ど

の子も生き生きと活発に意見
を言っており、そこには学校
に行きたくても行けずに苦し
んでいた姿はみじんも感じら
れなかった。彼らの下校と重
なり、駅までの道を一緒に歩
いたが、仲間と楽しく会話す
る姿は、本来の子どもの姿で
あると実感した。

●日にち　令和5年10月5日㈭
●テーマ　業務におけるデジタル化

の推進について
●所　感　三木市は、人口7万4千人余、東経135度
の日本標準時子午線上に位置し、神戸市、大阪市か
ら比較的近くアクセスが良いまちである。
「スマートシティモデル事業」のモデル地区とし
て、『誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化』
を目指している。
市民課窓口での市民の手続きにかかる負担軽減と

職員の業務改善を目指し、コンビニにおいて７種類
の証明書の交付を可能とした。手数料を窓口交付よ
りも150円安く設定したことにより、全体の40％
を超える利用となった。次に、住民異動手続におい
て「書かない窓口」に取り組んでいる。
デジタル化は、市民サービスの向上と業務改善を
目指し、市民にも職員にもメリットのあるものでなけ
ればいけないと感じた。また、電子申請やキャッシュ
レス決済など一つ一つではなく、全体の業務フロー
も視野に入れながら構築していく必要性を感じた。

●日にち　令和5年11月1日㈬
●テーマ　地元タクシー会社を含む12社共同で設立

した「暮らしの交通株式会社」について
●所　感　三豊市は、7つの町が合併し誕生した。合併後に「交通政
策課」を発足し、“移動 ” をサービスと捉え、次世代モビリティサー
ビスや※MaaS（マース）を推進している。三豊市は『行きたいとき
に　行きたいところへ行けるまち』を掲げ、繋ぐ・使う・守る・拓く、
を基本理念として「三豊市地域公共交通計画」を策定している。多
治見市においても幅広い関係者が地域公共交通について検討する地
域公共交通会議を設置しており、今後、第8次総合計画、都市計画
マスタープラン、立地適正化計画との整合を図ると共に総合交通戦
略の実行計画として位置付け、地域に合った公共交通とは何か、ニー
ズを捉え、慎重かつ迅速に進
めることが大切であると考え
る。

●日にち　令和5年10月5日㈭
●テーマ　太田区立御園中学校分教室

みらい学園中等部における
不登校生徒支援の取組につ
いて

●所　感　「学びの多様化学校」である同校は、学校復帰
が目的ではなく、自分を見つめ、将来のことを考え、
自分で生きる力を培う「キャリア教育」に力を入れてい
る。年間授業数も一般の学校とほとんど大差なく、しっ
かりと学習できる環境にある。「必ず自分に合ったと
ころを見つけ出し、行きたいところに進学しています」
との発言はこれらの成果であると感じた。子どもたち
は生き生きと真剣なまなざしで授業を受けており、学
校に行きたくても行けなかった子どもが、こうした「学
びの場」に出会い、真剣に関わる大人がいることで、
その後の人生が大きく変わるという現実を目の当たり
にした。本市でも、こうした「学びの居場所」を望む
声がある。財政面や場所の確保等さまざまなハードル
はあるが、しっかりと調査研究を進め、少しでも早く
設置できるよう、議会としても働きかけていきたい。

三田市での視察の様子

三豊市議場にて

東京シューレ学園での視察の様子

/////先進地調査を行いました /////
兵庫県　
　三田市

兵庫県　
　三木市

香川県　
　三豊市

徳島県　
　徳島市

東京都　
　大田区

東京都　
　葛飾区

※MaaS（マース）：バス・電車・
タクシーなどあらゆる公共交通
機関に、IT を用いて結びつけ、
人々が効率よく、かつ便利に使
えるようにするシステム。

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

たじみ議会だよりは環境に配慮した再生紙と植物油インキを使用しています。
この印刷物は、Aランクの資材のみを使用しており、印刷用の紙にリサイクルできます。

この議会だよりは1部当たり12.38 円（税込み）で、40,300 部作成しています。 この印刷物を破棄する時は、
燃やさないで、資源回収等に
出しましょう。
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